
【審査員賞】【森山 明子 選】 
No.20「「ミドリムシとテクノロジー」で、 日常を取り戻す！」  
千葉工業高校 理数工学研究部（飯島陸、佐藤大誠） 

受賞コメント 
減災をデザインする、これまで考えたこともないテーマに
最初は戸惑いを感じたものの、アイディアを生み出す力、
チームワークや表現力、精神面までも成長することができ
たと実感しています。（飯島 陸） 
大学進学模試と重なり、2次審査のオンラインプレゼンに
は参加できなかったのが残念でしたが、審査員賞受賞の連
絡を受けとても感慨深いです。今回のコンテストを励み
に、いつか世界で活躍できる人材になりたいと思っていま
す。（佐藤 大誠） 

 

評価コメント 
⽣き物としてのミドリムシは⽇常の価値観や常識を変える魅⼒的な未来型素材です。ミドリムシの
実験的提案は⼤きな可能性を⽣むと思います。ぜひ実験の成果を検証して実現させることを期待し
ています。（⿑⽊） 

近年注目度の高いミドリムシですが、一般的な関心は環境負荷の大きい酪農に代わる食料問題解
消のための研究です。でも、この提案はそうした関心をはるかに超え、ミドリムシの特性に注目
することで新型コロナ感染を減じる内容なども含み、本コンペの趣旨に合致しています。テーマと
プレゼンテーションの魅力は、選考後に応募者が工業高校在校生と知るとさらなる感動をもたら
し、私にとって、今回見られた新潮流をもっとも鮮やかに体現する提案でした。（森山） 

どれだけの量があれば効果が発揮できるのかが疑問だが、発想としては興味深い。（相良） 

ミドリムシの培養で多くの利点がもたらされるという発想は斬新で面白い。このようなパーテー
ションが日常に浸透している姿のイメージは、多々の社会課題を解決させた先の次世代（未来）
のライフスタイルを具体的に想起させる価値がある。ただし、それぞれの機能の効果の提示に具
体性が乏しい。例えば、このパーテーションのサイズは？そしてその１台がどんな量の二酸化炭
素を吸収したり、発電量がどのくらいになるのか、食用としたら何人分の何回のどんな栄養とな
るのか、等。盛り込んだ要素それぞれの中でも特に重要と考える要素についてだけでも具体的な
プレゼンテーションがなされるなら、説得力は大きく変わったと思う。（平林） 
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Concept
「ミドリムシとテクノロジー」で、日常を取り戻す！

Function
１．密となる室内で飛沫感染防止。
２．ミドリムシが二酸化炭素を吸収、温室効果ガスの削減で地球温暖化問題を解決。
３．ミドリムシが酸素を放出、室内空気環境を改善。快適性向上。
４．ミドリムシの殺菌、抗菌作用で、空気中のウイルスや菌を撃退。衛生環境向上。
５．被災者、難民、未電化地域の人々が、ミドリムシによる微生物発電で得た電力を活用。
６．ミドリムシの豊富な栄養素が、貧困地域の子どもたちの命を救う。
７．ミドリムシのグリーンアメニティ効果で、心理的、視覚的疲労の改善。
８．バイオ燃料の普及促進で化石燃料に依存せず、情勢に左右されない迅速な災害復興。
９．ミドリムシの培養で社会問題を解決。SDGs を達成。
※５は本校で研究段階

図 　「富岳」によるシミュレーション画像 
出典　坪倉 誠 教授　（理科学研究所 神戸大学）

System
①　「バイオボックス」の中でミドリムシを培養する。
② 上部の光源からをからミドリムシが光合成の準備をする。
③　「Bioundary」下部のHEPA フィルターを通じ空気を供給する。
④ ミドリムシが CO₂を吸収し光合成を開始する。
⑤ 光合成で発生させたO₂を放出する。
⑥ ミドリムシの微生物発電で装置に必要な電力を自家発電する。
⑦ 被災時の非常用バッテリーとしても利用可能。
⑧ オプションとしてミドリムシを食用とすることも可能。
⑨ オプションとしてミドリムシからバイオ燃料を精製することも可能。

通常時の循環システム 非日常 ( 被災時など )
①→② → ③ → ④ → ⑤ → ⑥ → ⑦
　 → ⑧

→ ⑨

図　「Bioundary」持続可能な開発目標
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Bio & Boundary
Bioundaryミドリムシ式微生物発電パーテーション
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